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Nは人数を，＠は3群と1群問の蒼意性（p＜0。05）を表わす．1群と2・3群の頻度分布のX2検定は，
5月の平FlO．56，臼曜HO．46，12月の平1三11．　95，馴礎臼3．00である．
植は8時46分一9時01分の聞で，各群閥に大差は認められなかった．H曜EIの起床時劾の平均値
は，各群ともに平田より1時間30分一1時問40分遅く，平Hと闘曜臼との平均値の差は各群とも
有意であった．12月の場合でもほぼ同様の領向で，就寝時刻および起床隣刻の平均値は，各群間
に大差はなく，田曜臼の起床時刻の平均値は平日より遅い．
　睡眠時間の頻度分布（袈5）をみると，平露の睡眠時闇のピークは，5月，12月ともに6－8
時闘未満の間，日曜日では，5月，／2月ともに8－10蒔間未満の聞となっているが，睡眠時聞6時
聞未満の頻度は，5月の平日以外，5月の田曜欝，12月の平田，Eil曜日で1群が他の群より多く，
睡眠特間10時聞以上の頻度は，5月では各群聞に差が認められないが，12月では平日，B曜日と
もに3群が他の群より多い傾向を示している．睡眠時聞を平露では，4－6時聞未満，6－8時間
未満，8時聞以上に，EI曜日では6－8蒔間未満，8－10時闇未満，10時間以上に区分し，頻度分
布の1群と他の群（2群と3群）との差の有意性をX2検定法で検定したが，5月，12月の平
日，閣曜饅ともに頻度分布の差に有意牲は認められなかった．
　3．　スポーツ活動の実施状況およびIHの消費熱璽と活動盤について
　5月，12月の平環と日曜日におけるスポーツ活動の実施頻度を表6に示した．
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表6　平田・日曜Bのスポーツ活動の実施状況
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数寧は平均値土標準偏差を，5月と12月との間の荷意性（＊：PくO．　05，＊＊：P＜0．01，＊＊＊：PくO．　OOI）を衰わ
す．
　スポーツ活動の実施頻度は，5月の平臼，12月の平田，田曜田では1群が簸も多く，ついで2
群，3群の順であったが，各群間に有意な頻度差は認められなかった．5月と12月とを比較する
と，2群および3群ではスポーッ活動の実施頻度は，平田，日曜田ともに12月に少なく，1群で
は平H，日曜Eiともに12月に多い傾向を示している．平貝と繍曜田の比較では，5月，12月とも
にすべての群でE｛曜田の実施頻度は平日より多く，とくに5月の3群の実施頻度の差，12月の2
群の実施頻度の差は5％以下の危険率で有意であった．
　表7は，1日の消費熱量と活動量の平均値と標準偏差である．
　平E｛の消費熱量は，5月，12月ともIC　2群が最も小さいが，5月，12月ともに各群聞の平均値
に有意な差は認められなかった．日曜日においても同様の傾向が認められた．
　活動量の場合も消費熱量とほぼ同じ傾向が認められた．5月，12月の消費熱量，活動量の相違
は，平巳では各群とも僅少であったが，日曜日では12月の方が5月より大きく，1群，2群の相
逮は5％以下の危険率で有意であった（paired　t－test）．すなわち，1群，2群の消費熱量および活
動量は，12月に増加したことになる．
考 察
　1）　日常生活における身体活動量の不足が体力低下につながることが憂慮されているが，本調
査の結果，一般学生の日常生活における身体活動量が極めて少ないことが明らかとなった．著者
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ら12＞がさきに調査した運動クラブ駈贋学生では，練習期間中スポーツ活動時間は，1田の覚鰻時
間のうち13％を占めていたが，本調査の一般学生では，スポーツ活動時聞の覚膿時間に占める割
合は，iヨ曜日約2％，平日1％以下で，とくに3群では5月，12月ともに1分未満であった。ま
た，本調査から得られた消費熱量および活動量は，著者ら1D12）が今までに調査した大学生の運
動クラブ練習田の3250　Cal／day，体育実技授業Hの2705　Cal／day，川畑ら2）のスポーツ練習時
の2790Cal／dayよりはるかに小さい値であった．
　2）休力増加度によって群溺した3群間の生活時聞構造に大きな相違は認められなかった．平
Nのスポーツ活動時聞には，体力増加度の少ない3群がとくに短い傾向が認められたが，差は僅
少で，日曜田ではほとんど差が認められなかった．他の生活時間の差は顕著でなく，比較的代謝
蚤が大きい通学，学校内の徒歩，外出などの歩行蒔聞は，むしろ体力増加の程度が最も小さい3
群で最長であった．すなわち，一般学生の体力増撫の程度に差が生ずる原因を生活時欄構造に求
めることは無理のように愚われる．
　5月の体力診断テストの結果に対し，12月までの聞に大きな体力増加を示した1群の体力は，
他の2群より低い値を示した。簗wa　13），菊地ら3），徳永ら9），竹内らle），は，体力低位者では以後
の休力の向上が著しく，逆に体力高位者では以後体力低減の傾向を示すことを報告しているが，
本調査結果もこれら諸氏の報告を追認した形になっている．生活時間構造と体力変化との関連を
検討するには，これらの点に注意して再検討を加える必要があろう．
　以上のように，本調査では検討の方法も理想的でなかったが，体力変化と田常の生活時間構造
との聞に関連を認めることができなかった．しかし，一般学生は全般的に非活動的な生活をして
いることは明らかで，活動量の多い生活習慣を身につけることが必要であろう．
ま　と　め
　大学生の臼常生活における活動量が体力の保持増進に関連するか否かを知る欝的で，男子学生
135名を対象に，体力測定と生活疇間調査を年2圃（5月と12月）実施した。
　休力測定はスポーツテストのうち体力診断テストを婁施した．生活時聞は臼曜臼と月一金曜瞬
のうち1Eilの計2露調査した．なお，体力変動の分類は，5月の体力判定合計点に対する12月植
の舗点の鰯率醇均側マ）と騨｛融・D・）を用いて・マ・告・D・肚の巌聯Y一
壱SD・以下傭を3群・その他の糀・群とした。
　体力変化と日常生活の隣間構造との間に関連性を認めることができなかったが，一般学生は企
般的に非活動的な生活をしていることが開らかになった．
　最終に本研究に関し，ご指導ご校閲いただいた京都府立医科大学衛生学教蓋の永田久紀教授に
感謝の意を表します．
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